
④
同
『
山
王
遺
跡
ほ
か
ー
発
掘
調
査
報
告
書
ー
」
(
-九
九
三
年）

①
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
山
王
遺
跡
ー
第
九
次
発
掘
調
査

9

関
係
文
献

本
項
は
そ
れ
を
引
用
・
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

が
貰
通
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
帳
簿
整
理
に
か
か
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
他
S
D
一
八

0
か
ら
一
点
出
士
し
て
い
る
が
、
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
だ

第
ニ
一
次
調
杏

(
1
5
0
)
 X
 2
2
 x
 
3
 

0
1
9
 

釈
文

・
内
容
に
つ
い
て
は
、
関
係
文
献
③
④
に
平
川
南
氏
の
報
告
が
あ
り
、

報
告
書
ー
』
(
-九
九
一年
）

②
同
『
山
王
遺
跡
ー
第
一

0
次
発
掘
調
査
概
報
（
仙
塩
道
路
建
設
に
伴
う
八
幡

地
区
調
査
）

ー
」
(
-
九
九
一
年
）

③
同
「
山
王
遺
跡
ー
第
―

二
次
調
査
概
報
（
仙
塩
道
路
建
設
に
伴
う
八
幡
地
区

調
査
）
ー
」
(
-
九
九
―

一年
）

（
千
葉
孝
弥
）

上
端
か
ら
一
七

mm
の
位
置
に
小
孔
が
あ
る
。

(4) 

「

o
n
u

け
で
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

T
E
L
o
ニ
ニ
ー
―
―
―
六
八
ー
0
一
三
四

多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
九
集

『
山
王
遺
跡
ー
第
一
七
次
調
査
ー
出
土
の
漆
紙
文
書
』
の
刊
行

多
賀
城
市
山
王
遺
跡
は
多
賀
城
の
南
西
、
砂
押
川
の
西
岸
に
位
置
し
て

い
る
遺
跡
で
あ
る
。
出
土
文
字
資
料
と
し
て
木
簡

・
漆
紙
文
書
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
内
容
か
ら
国
司
館
や
漆
工
房
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
漆

紙
文
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
二
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
（
多
賀
城
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
山
王
遺
跡
ー
第

―
二
次
調
査
概
報
』

一
九
九
―
一年）、

そ
の
後
出
士
し
た
五
点
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
刊
行
さ
た
。

釈
文
、
現
状
写
真
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
の
画
像
の
図
版
を
掲
載
し
、
関
連

す
る
木
簡
、
正
倉
院
文
書
な
ど
の
史
料
の
検
討
を
踏
ま
え
た
解
説
を
付
す
。

中
で
も
駅
戸
編
成
の
あ
り
方
を
示
す
記
載
を
含
む
計
帳
歴
名
（
三
号
文
書
）
、

現
存
計
帳
と
は
戸
口
の
記
載
順
を
異
に
す
る
計
帳
様
文
書
（
四
号
文
書
）

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
壺
セ
ン
タ
ー
編
集

多

賀

城

市

教

育

委

員

会

発

行

一

九

九

五

年

三

月

刊

図
版
一
枚
、
本
文
三

0
頁、

B
5
版

頒
価
一

0
0
0
円
、
送
料
一
冊
二
四
0
円

問
い
合
わ
せ
先
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

〒
九
八
五
多
賀
城
市
中
央
ニ
ー
ニ
七
ー
一
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